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真・善・美と環境問題と俯瞰的視点

陽 捷 行農業環境技術研究所 理事長

科学を真理だと
思う理性について
考察したのが，カ
ントの「純粋理性
批判」である。理
性に裏付けられた
科学技術の発達は，
その恩恵に浴して
われわれに豊かな

。 「 」 。 ，生活を保証した これが 真 である そのため
われわれは豊富な食料とさまざまな利便性を確保
することができたが，富を蓄積できる富者と貧者

。 ， 。を生んだ そうなると 否応なく道徳問題がでる
この豊かさを自由に大きくするとしたのが資本

主義で，平等に分配するとしたのが社会主義であ
。 。 ，「 」る いわゆる道徳問題である このことは 善

が語られるカントの「実践理性批判」に述べられ
ている。
資本主義と社会主義の対立は，自由競争で富の

全体のパイを大きくすれば幸福になれるという正
義論と，富は計画して作り上げ，平等に分配され
るべきだという正義論の対立である。まさに，道
徳の争いである。いずれの経済体制にしても，わ
れわれは，あり余ると思っていた大自然の資源を
無造作に活用して，豊かさを求めて邁進した。
しかし，われわれは資源が有限であることに気

づいた。そして，資本主義体制も社会主義体制も
ともに環境破壊を招くことを知った。どちらが
「 」 。善 であるかを論じている時間などもはやない
というのも，環境問題は点（例えば，重金属汚

染）から面（例えば，湖沼の富栄養化）をへて空
（ ， ） ， （ ，間 例えば 温暖化 へ さらには時間 例えば

） 。世代をこえた環境ホルモン をも越えてしまった
環境問題は，時間と空間を越えた地球と全人類の
問題にまでに展開しているからである。
大きな時空スケールでの来し方行く末を見るこ

とが，俯瞰である。ところで，20世紀は，文明史
上最高の高度から俯瞰的視野を獲得した世紀であ

った。20世紀の人類は月にその足跡をしるし，人
類のあり方を考える視点をえた。
このことによって，宇宙から地球を眺め，地球

環境問題を認識するに至った。すなわち，人間圏
がほかの水圏，土壌圏，大気圏および生物圏など
とどのように調和しなければならないか，地球シ
ステムをどのようにするべきかを考えることがで
きた。
宇宙に浮かぶ地球は，46億年の歴史を通して，

「火の玉」から「水惑星」へ，そして「水と陸の
惑星 ，さらに「生命の惑星」を経て 「文明の惑」 ，
星 へと華麗に転身した この美しくも華麗な 文」 。 「
明の惑星」が「人間圏の惑星」の時代となって，
ほかの圏と調和できなくなるとき，地球システム
は崩壊し，人間が住めない惑星となるのであろう
か。
カントの最後の「判断力批判」は 「美」と崇，

高を扱っている。カントの３大批判に従えば，
「真」と「善 ，すなわち「科学の真理」と「イ」
デオロギーの正義」を金科玉条として築いてきた
20世紀の「真と善の文明」に続くのは 「美の文，
明」であろう。地球の目的は，あたかもカントの
言う「美」に向かっているようである。
「美の文明」を構築するためには，20世紀にわ

れわれが獲得した時空を越えた俯瞰的視点を活か
し，環境の保全を心がける以外に方法は他にない
であろう。
農業環境技術研究所は，企画調整部，総務部，

地球環境部，生物環境安全部，化学環境部，イン
べントリーセンター，環境化学分析センターを配
置し，装いを新たに独立行政法人として平成13年
４月１日に再出発した。
キャッチフレーズ「風にきく 土にふれる そ

して はるかな時をおもい 環境をまもる」を心
に留め，時空を越えた俯瞰的視点を忘れず，所員
一同，上述した部やセンターの協力の下に，農業
環境研究に邁進するつもりです。関係各位のご支
援・ご鞭撻を心から期待しております。
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